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Web3 とか DAO とか何やら騒がしいけど、

OSS はどうからんでる？

TIS株式会社 倉持 健史



本日の流れ

Web3 との出会い Web3 を取り巻く動き
ブロックチェーンの
とらえ方の変化 DAO

持って帰ってもらいたいもの

“Web3”や“DAO” を今後知る、深堀するためのきっかけ



Web3 技術顧問

2015～
OSS推進室（OpenStack , Ansible）

2018～
Cloud Native 技術推進

2020～
インフラテックリード 、ピープルマネジメント

2022～
人事HRBP 、インフラテックリード、Web3推進

TIS



Web3 との出会い ・・・投資

◼ きっかけは・・・資産形成

◼ YouTube大学
「NFT & メタバース」の授業

https://www.youtube.com/watch?v=4WaOfTkOh3U&t=1546s

◼ 仮想通貨/暗号資産

◼ Ethereum への期待

どうもそんな簡単な話ではなさそう・・・



◼ Ethereum と似たようなものがいろいろある

このあたりから、これらパブリック・ブロックチェーンはOSSで出来てる事を改め
て認識する。

Web3 との出会い ・・・投資から技術へ

Fat protocol 理論
Source: https://www.usv.com/writing/2016/08/fat-protocols/

Union Square Ventures , 8.2016

この頃から、これを仕事にしていきたいと思うようになった。しかし・・・「暗号資産」

からの・・・Web3



Web3 が何やら騒がれてる事を知る

業界ではじめに発言した人

言葉の提唱者は Ethereum の共同設立者 Gavin Wood 氏（2014年）

【本流のWeb3】Web3 Foundation 創始者 “Web3.0（すりーどっとおー）”

「よりインターネット空間でプライバシーが保たれた“Web”

セキュアソーシャルオペレーティングシステムを作る・・・」

マスアダプションしないといって、ナラティブを変えたのが（2021年末）

【巷のWeb3】Andreessen Horowitz（a16z） “web3（ウェブスリー）”

Web2との対比にとらえ、「ユーザーと開発者により所有され、

トークンにより組織化された、未来のインターネット」

https://gavwood.com/dappsweb3.html

Gavin Wood

Ben Horowitz

※ a16z = この業界で一番大きいVC



Web3 が何やら騒がれてる事を知る・・・Web1.0 からの変化で語られる

Ex)

Web 1.0 / readable / 1990-2005

Web 2.0 / read-write / 2005 - 2020 (*now)

Web 3.0 / read-write-trust / 2020-

Ex)
Web 1.0 / ホームページ、一方向
Web 2.0 / SNS、GAFAM、双方向性
Web 3.0 / 非中央集権（分権）・分散、多方向



Web3 を取り巻く動き

Source: https://asia.nikkei.com/Politics/International-relations/Transcript-Japan-PM-Kishida-s-speech-in-London

“Japan will develop an environment for the promotion of web 3.0 

and achieve a society that facilitates the birth of new services.”

「日本はウェブ3.0を推進する環境を整え、新しいサービスの誕
生を促進する社会を実現していきます。」



Web3 を取り巻く動き 国内ニュース

2022/6/7

Web3は、閣議決定された経済財政運営と改革の基本方針（骨太の方針）

「新しい資本主義」の実行計画にも盛り込まれました。

2022/6/22

公示された参議院選挙の自民党公約に、Web3に関する公約が明記された。

【自民党公約】

ブロックチェーン・NFT（非代替性トークン）・メタバースなどの新技術を活用し、「Web3.0」に対応した新しいデジタ
ル経済圏を確立するため、人材育成も含めた環境を整備し国際社会でも主導的な役割を果たします 。

Source: https://special.jimin.jp/political_promise/manifesto/05/



Web3 を取り巻く動き 国内ニュース

「経済財政運営と改革の基本方針2022 新しい資本主義へ～課題解決を成長のエンジンに変え、持続可能な経済を実現～」より

（多極化された仮想空間へ）

より分散化され、信頼性を確保したインターネットの推進や、ブロックチェーン上でのデジタル資産の普及・拡大など、ユーザーが

自らデータの管理や活用を行うことで、新しい価値を創出する動きが広がっており、こうした分散型のデジタル社会の実現に向けて、

必要な環境整備を図る。

そのため、トラステッド・ウェブ（Trusted Web）の実現に向けた機能の詳細化や国際標準化への取組を進める。また、ブロック

チェーン技術を基盤とするＮＦＴやＤＡＯの利用等のWeb3.0の推進に向けた環境整備の検討を進める。さらに、メタバースも含めた

コンテンツの利用拡大に向け、2023 年通常国会での関連法案の提出を図る。Fintech の推進のため、セキュリティトークン（デジタル

証券）での資金調達に関する制度整備、暗号資産について利用者保護に配慮した審査基準の緩和、決済手段としての経済機能に関す

る解釈指針の作成などを行う。

Source: https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2022/decision0607.html



Web3 を取り巻く動き 国内ニュース

2022/7/1

国内の信託銀行、暗号資産カストディ業務可能に、内閣府令改正へ

2022/7/15

経済産業省、「大臣官房Web3.0政策推進室」を設置

2022/8/31

“NFT政策検討PT”から、“Web3 PT”へ改名

2022/8/31

金融庁が暗号資産含む税制改正要望を公開
Source: https://www.fsa.go.jp/news/r4/sonota/20220831.html



Web3 を取り巻く動き 国内ニュース

2022/10/3

岸田首相、所信表明演説

「Web3サービスの利用拡大に向けた取り組み進める」

2022/10/4

金融庁、Web3のデジタル資産に関する「新たな市場整備」に本腰へ

2022/10/13

岸田政権「仮想通貨法人税の課題は来年度税制改正で結論を得る」

2022/10/19

日本暗号資産取引業協会（ＪＶＣＥＡ）が、

交換業者が新たな暗号資産を取り扱う際の事前審査を原則撤廃



DApps プラットフォーム

アプリケーションに必要な要素をイーサリアム１つでどこかに管理される事なく
アプリケーション開発ができる。別名「ワールドコンピュータ」と呼ばれる。

Decentralized Application

Cloud Service

Provider, etc

Cloud Service

Provider, etc

Cloud Service

Provider, etc



Web3 Developer stack @coinbase 2022/9/2



Astar Network に魅了される

マルチチェーン時代のスマートコントラクトプラットフォームを目指す
日本発のパブリックブロックチェーン

2022/9/26 日経新聞 広告 #web3ならできる



Astar Network の特徴

こちらの特徴をもう少し丁寧に振り返りたい方は、こちらの記事もご参照ください。
ー＞ https://note.com/tksarahweb3/n/n7b71c17fe3e2

Web2 の開発者がシームレスに
Web3 の世界に参入

開発者の参入時と、継続的な
サポート

次世代インターネットともいえる
世界観を実現



Official Ambassador @AstarNetwork 就任



DAO

DAO = Decentralized Autonomous Organization

直訳：自律分散型組織

読み：「だお」「ディー・エー・オー」

“DAOとは単に「スマートコントラクトによって自律的に運営される組織」”
【起業家-Twitter 中島聡氏】

“ブロックチェーン上で実行されるルールを共有しあい、ミッションを中心に組織されたグループ”
【Web3とDAO 朝倉祐介氏 孫泰蔵氏】

“最小構成は「ビジョン、それに賛同する人が集まってできたコミュニティ、独自トークン」”
【メタバースとDAO 國光宏尚氏】

“従来のOSSコミュニティが、トークンによるインセンティブが付与されてより活性化された組織”
【倉持】



DAO の特徴

◼ 組織の方向性、意思決定

会社・・・社長、CEO、経営陣が決める

DAO・・・メンバーの投票によってきまる

◼ 組織の収益

会社・・・ヒエラルキーの中で報酬

DAO・・・自身が貢献した分が報酬

◼ ブロックチェーン（トラストフリー）

◼ 透明性が高く平等、オープンソース

◼ メンバーは多様、地域も関係ない

◼ 誰でも匿名でも参加可能

◼ パーミッションレス（履歴書、面接、採用はない）

◼ ガバナンストークン（独自トークン）

◼ 向いてる事業とそうでない

◼ みんなで集まって何かやる

◼ メタバース

◼ 現状 Crypto リテラシーがないと厳しい



倉持が見てきた、見てきているもの

◼ 「DAO的」

◼ Discord

◼ “創業者-Founder”はいる（立ち上げ当初のリーダー的存在）

◼ トークンエコノミー（トークンによるインセンティブ）

◼ 投票による意思決定

◼ 意思決定も早いがその後の実装・実行がとんでもなく早い

◼ シンプルに“好きなもの・興味があるものが一緒”

◼ 誰も何も言われていないのに“助け合う”（そこにインセンティブがなくとも）

◼ “DAO化する“と表現されるとき

＝ 「スマートコントラクトによって自律的に運営される組織」



DAO 期待したい事

◼ “会社に勤める”とういのが一般的ではなくなる

◼ 「やりたいことで、生きていく」

◼ 自分の価値観の多様性をストレスなく表現できる

“ICTエンジニア”がもっと自由に闊達に

自分らしく生きていける世界になるとよい

なと、未来を感じた。



まとめ

◼ “Web3” の基礎技術はOSS

◼ “オープン”はソースコードだけでなく、データや取引にも

◼ 新たな組織形態（DAO）のは“OSSコミュニティ”の進化系

これまでの、OSSに携わるエンジニアがとてもイキイキできる時代

が今そこに来ていると感じている！

是非、興味のある方は自身で踏み出してみよう！DYOR！



Astar Japan Lab 加入

Astar Japan LabはAstar / Shiden Networkを利用したサービス開発やビ

ジネス創出に関わる事業者が日本国内において必要な情報の調査・研究、

知見の集約、意見交換を積極的に行い、Astar経済圏のさらなる発展を

目指すために設立されました。

https://japan.astar.network/
TISも参画、日本のシステムインテグレータとしては初。
※発表時点

✖



Web3 とか DAO とか何やら騒がしいけど、

OSS はどうからんでる？

Twitter: @tsarah0822
Web: https://note.com/tksarahweb3 Fin


